
　

令
和
元
年
産
の
て
ん
菜
は
、
５
月
に
オ
ホ
ー
ツ
ク
を
中

心
と
し
た
強
風
被
害
に
見
舞
わ
れ
る
な
ど
、
大
変
な
ス

タ
ー
ト
と
な
っ
た
が
、
そ
の
後
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
ヘ
ク

タ
ー
ル
当
た
り
の
単
収
が
過
去
最
高
の
７
０
ト
ン
を
超

え
、
記
録
的
な
豊
作
年
と
な
っ
た
。

　

こ
れ
は
、
生
産
者
の
方
々
の
御
尽
力
の
お
か
げ
で
あ
り
、

て
ん
菜
に
関
わ
る
者
と
し
て
大
変
う
れ
し
い
出
来
事
だ
っ
た
。
こ
の

場
を
借
り
て
、
生
産
者
・
関
係
者
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

　

さ
て
、
北
海
道
に
と
っ
て
、
て
ん
菜
は
畑
作
の
代
表
的
作
物
で
あ

り
、
輪
作
を
す
る
う
え
で
も
欠
か
せ
な
い
重
要
な
作
物
で
あ
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
砂
糖
の
原
料
と
し
て
、
国
民
が
真
っ
先
に
思
い
浮
か

べ
る
の
は
、「
さ
と
う
き
び
」
か
も
し
れ
な
い
。

　

さ
と
う
き
び
は
熱
帯
地
帯
の
作
物
で
あ
る
の
に
対
し
、
て
ん
菜
は

寒
地
を
好
む
と
さ
れ
て
い
る
。
て
ん
菜
の
ル
ー
ツ
は
明
治
３
年
頃
に

初
め
て
北
海
道
に
導
入
さ
れ
、
東
北
な
ど
で
栽
培
を
試
み
ら
れ
た
こ

と
も
あ
る
が
、
暖
地
で
は
病
害
の
発
生
が
多
い
な
ど
採
算
が
合
わ
ず
、

商
業
的
栽
培
は
北
海
道
の
み
と
な
っ
た
。

　

一
方
で
、
さ
と
う
き
び
は
、
そ
の
名
前
だ
け
で
は
な
く
、
日
本
で

は
砂
糖
が
古
く
か
ら
珍
重
さ
れ
、
江
戸
時
代
に
は
全
国
各
地
で
生
産

さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
国
民
の
な
じ
み
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な

い
。（
現
在
は
主
に
沖
縄
県
や
鹿
児
島
県
南
西
諸
島
で
栽
培
）

　

砂
糖
の
消
費
量
も
加
糖
調
製
品
や
異
性
化
糖
の
台
頭
に
よ
り
減
少

し
て
お
り
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
に
よ
る
「
天
下
糖
一
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」、
精
製
糖
業
に
よ
る
「
シ
ュ
ガ
ー
チ
ャ
ー
ジ
」、
農
林
水
産
省

に
よ
る
「
あ
り
が
糖
運
動
」
な
ど
、
消
費
拡
大
に
向
け
た
取
組
が
行

わ
れ
て
い
る
。

　

私
の
叔
母
は
製
餡
業
を
営
ん
で
お
り
、
小
さ
な
頃
か
ら
倉
庫
で
小

豆
や
砂
糖
の
袋
を
見
て
育
っ
て
き
た
。
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

で
ど
う
な
る
か
わ
か
ら
な
い
が
、
毎
年
ア
リ
オ
札
幌
や
道
庁
な
ど
で
、

て
ん
菜
や
砂
糖
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
微
力
な
が
ら
砂
糖
の

消
費
拡
大
、て
ん
菜
の
知
名
度
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。（
Ｋ
）
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てん菜だより令和２年６月 1号 （2）

１
．「
一
般
社
団
法
人 

北
海
道
農
産
協
会
」

の
発
足

⑴
令
和
元
年
11
月
22
日
、
札
幌
市
内
で
開

催
し
た
第
51
回
臨
時
総
会
に
お
い
て
承

認
を
受
け
、令
和
２
年
４
月
１
日
に「
一

般
社
団
法
人 

北
海
道
農
産
協
会
」（
北

海
道
て
ん
菜
協
会
と
北
海
道
米
麦
改
良

協
会
が
組
織
統
合
）
が
発
足
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　
　

て
ん
菜
、
米
麦
等
の
主
要
農
産
物
の

生
産
振
興
と
関
連
産
業
の
発
展
に
向

け
、
こ
れ
ま
で
の
事
業
内
容
を
土
台

に
、
よ
り
効
率
的
な
組
織
運
営
を
目
指

し
事
業
展
開
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

⑵
な
お
、
同
日
付
け
で
、｢

公
益
社
団
法

人
北
海
道
農
産
基
金
協
会
」（
北
海
道

豆
類
価
格
安
定
基
金
協
会
・
北
海
道
馬

鈴
し
ょ
生
産
安
定
基
金
協
会
・
北
海
道

青
果
物
価
格
安
定
基
金
協
会
が
組
織
統

合
）も
発
足
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

２
．
原
料
て
ん
菜
の
受
渡
し
・
糖
分
測
定

立
会
事
業

⑴
立
会
人
を
４
４
０
名
委
嘱
し
、
公
正
・

円
滑
な
取
引
を
推
進

⑵
糖
分
測
定
セ
ン
タ
ー
（
６
製
糖
所
・
工

場
）の
操
業
前
点
検
及
び
立
入
点
検（
２

回
）

⑶
立
会
人
代
表
者
会
議
の
開
催
（
全
道
４

か
所
）

３
．
試
験
研
究
事
業

⑴
輸
入
品
種
検
定
試
験

⑵
直
播
栽
培
を
主
と
し
た
テ
ン
サ
イ
黒
根

病
防
除
対
策
の
検
討

⑶
近
赤
外
分
光
法
に
よ
る
て
ん
菜
の
非
破

壊
糖
度
測
定
法
の
研
究

⑷
Ｄ
Ｉ
Ｖ
（
感
染
好
適
指
数
）
防
除
決
定

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
テ
ン
サ
イ
褐
斑

病
防
除
体
系
の
確
立

⑸
て
ん
菜
受
入
査
定
業
務
の
自
動
化
（
Ａ

Ｉ
画
像
処
理
技
術
の
活
用
）

４
．
普
及
啓
発
事
業

⑴
「
高
品
質
て
ん
菜
づ
く
り
講
習
会
」
の

開
催
（
全
道
４
か
所
）

⑵
て
ん
菜
糖
業
年
鑑
、
て
ん
菜
協
会
だ
よ

り
（
年
３
回
）
等
の
関
係
資
料
の
発
行

と
配
布

⑶
て
ん
菜
・
て
ん
菜
糖
（
砂
糖
）
の
理
解

促
進
と
需
要
拡
大
対
策
の
実
施

・
士
別
ビ
ー
ト
ま
つ
り
等
の
イ
ベ
ン
ト

へ
の
参
加
、
出
前
授
業
の
実
施
、
Ｊ

Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
需
要
拡
大
運
動

（
天
下
糖
一
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
へ
の

対
応
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
普
及
啓
発

用
資
材
の
配
布

５
．
種
子
対
策
事
業

⑴
品
種
別
作
付
面
積
の
把
握
と
情
報
提
供

６
．
調
査
研
究
事
業

⑴
て
ん
菜
の
生
育
状
況
、
生
産
体
制
調
査

⑵
て
ん
菜
協
会
が
基
金
管
理
団
体
と
し
て

実
施
し
た
助
成
事
業
の
事
後
指
導

⑶
糖
分
測
定
業
務
の
効
率
化
・
合
理
化
の

参
考
に
資
す
る
た
め
、
非
破
壊
糖
分
測

定
の
委
託
試
験
実
施
状
況
の
視
察
調
査

（
道
総
研
北
見
農
試
に
て
）

７
．
組
織
体
制
に
係
わ
る
検
討

⑴
耕
種
５
団
体
組
織
統
合
に
向
け
た
協
議

へ
の
参
画

令
和
元
年
度
事
業
報
告
の
概
要

令和元年 10 月　原料受渡調査

令和元年度収支決算
（単位：千円）

収　　入 支　　出
会　　　 費 64,000 事　 業　 費 84,312
負　 担　 金 23,556 管　 理　 費 5,948
受 取 利 息 1
雑　 収　 入 480
収 入 合 計 88,037 支 出 合 計 90,260

収 支 差 額 ▲ 2,223
期首正味財産 33,270
期末正味財産 31,047

＊収支差額（▲ 2,223 千円）については、期首正味財産より減額
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令
和
２
年
度
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
、

令
和
２
年
３
月
27
日
の
理
事
会
（
書
面
決

議
）
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

（
主
な
ポ
イ
ン
ト
）

○
原
料
受
入
・
糖
分
測
定
等
の
効
率
化
・

合
理
化
に
係
わ
る
試
験
研
究
の
実
施

＊
受
入
査
定
業
務
の
自
動
化
（
Ａ
Ｉ
画

像
処
理
技
術
の
活
用
）
に
関
す
る
試

験
研
究

・
令
和
元
年
度
に
続
き
、
道
総
研
工

業
試
験
場
の
協
力
の
も
と
、
査
定

業
務
の
自
動
化
（
機
械
化
）
に
向

け
た
試
験
研
究
を
実
施
（
令
和
２

～
３
年
度)

＊
近
赤
外
分
光
法
に
よ
る
非
破
壊
糖
度

測
定
法
に
関
す
る
試
験
研
究

・
光
セ
ン
サ
ー
を
用
い
て
、
非
破
壊

に
よ
る
て
ん
菜
の
糖
度
測
定
方
法

を
研
究
（
令
和
２
年
度
）

○
砂
糖
の
需
要
拡
大
対
策
の
推
進

＊
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
の
消
費
拡
大

運
動
（
天
下
糖
一
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

へ
の
対
応
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参

加
、
出
前
授
業
の
実
施
な
ど
、
各
関

係
機
関
・
団
体
と
連
携
し
た
取
組
み

（
主
な
実
施
事
業
）

１
．
原
料
て
ん
菜
の
受
け
渡
し
及
び
糖
分

測
定
立
会
事
業

⑴
立
会
人
の
委
嘱
と
立
会
業
務
の
推
進

⑵
糖
分
測
定
セ
ン
タ
ー
の
立
入
点
検
実
施

⑶
立
会
人
代
表
者
会
議
の
開
催

２
．
試
験
研
究
事
業

⑴
輸
入
品
種
検
定
試
験

⑵
Ｄ
Ｉ
Ｖ
（
感
染
好
適
指
数
）
防
除
決
定

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
テ
ン
サ
イ
褐
斑

病
防
除
体
系
の
確
立

⑶
近
赤
外
分
光
法
に
よ
る
非
破
壊
糖
度
測

定
法
の
開
発
試
験

⑷
て
ん
菜
受
入
査
定
業
務
の
自
動
化
試
験

（
Ａ
Ｉ
画
像
処
理
技
術
の
活
用
）

３
．
普
及
啓
発
事
業

⑴
て
ん
菜
づ
く
り
講
習
会
の
開
催　

⑵
て
ん
菜
だ
よ
り
、
て
ん
菜
糖
業
年
鑑
等

の
作
成
・
配
布

⑶
需
要
拡
大
・
普
及
啓
発
対
策

・
関
連
イ
ベ
ン
ト
参
加
、
出
前
授
業
、
Ｊ

Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
の
消
費
拡
大
運
動

（
天
下
糖
一
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
へ
の
対

応
な
ど
、
て
ん
菜
・
て
ん
菜
糖
（
砂
糖
）

の
需
要
拡
大
・
普
及
啓
発
対
策
の
推
進

４
．
種
子
対
策
事
業

⑴
品
種
別
作
付
面
積
の
把
握
等
に
よ
る
必

要
な
情
報
提
供

⑵
優
良
品
種
等
に
関
す
る
資
料
の
作
成
・

配
布

５
．
調
査
研
究
事
業

⑴
原
料
受
入
・
糖
分
測
定
等
の
効
率
化
・

合
理
化
対
策
に
関
す
る
検
討
・
推
進

⑵
生
育
状
況
、
生
産
体
制
等
に
係
る
調
査

６
．
そ
の
他 

⑴
て
ん
菜
紙
筒
育
苗
検
討
会
の
運
営(

事

務
局
対
応) 

⑵
関
連
会
議
へ
の
出
席

令
和
２
年
度
事
業
計
画
の
概
要

令和 2 年 2 月高品質てん菜づくり講習会

令和２年度収支予算
（単位：千円）

収　　入 支　　出
会　　　 費 64,000 事　 業　 費 81,140
負　 担　 金 23,000 管　 理　 費 6,370
受 取 利 息 5
雑　 収　 入 505
収 入 合 計 87,510 支 出 合 計 87,510

収 支 差 額 0
期首正味財産 33,270
期末正味財産 33,270
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は
じ
め
に

　

昨
年
（
２
０
１
９
年
）
の
病
害
発
生
は
、

前
年
に
続
き
少
な
く
な
り
ま
し
た
（
表

１
）。

　

そ
の
理
由
と
し
て
、
適
切
な
防
除
が
行

わ
れ
た
こ
と
に
加
え
、
発
生
に
好
適
な
気

象
条
件
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
。

　

し
か
し
、
近
年
は
、
極
端
な
多
雨
、
秋

季
に
も
高
温
が
続
く
な
ど
、
病
害
が
発
生

し
や
す
い
気
象
が
頻
発
し
て
い
ま
す
。
し

た
が
っ
て
、
今
後
も
油
断
せ
ず
に
防
除
対

策
を
実
施
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

こ
こ
で
は
、
て
ん
菜
の
主
要
病
害
と
し

て
、
褐
斑
病
、
根
腐
病
、
そ
う
根
病
、
黄

化
病
（
旧
病
名
：
西
部
萎
黄
病
）、
黒
根

病
に
つ
い
て
、
防
除
の
ポ
イ
ン
ト
を
解
説

し
ま
す
。
黒
根
病
に
つ
い
て
は
、
移
植
栽

培
と
直
播
栽
培
に
お
け
る
防
除
対
策
の
ポ

イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

１
． 

褐
斑
病

　

褐
斑
病
は
高
温
多
湿
条
件
下
で
多
発

し
、
葉
が
枯
れ
て
糖
量
の
低
下
を
引
き
起

こ
す
重
要
な
病
害
で
す
（
写
真
１
）。

　

防
除
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
ま
ず
、
抵
抗
性

が
“
強
”
レ
ベ
ル
の
品
種
を
活
用
し
、
連

作
を
避
け
適
正
な
輪
作
を
行
う
な
ど
、
耕

種
的
防
除
を
積
極
的
に
実
施
し
ま
す
。

　

薬
剤
散
布
は
初
発
直
後
ま
で
に
開
始
し

ま
す
。
初
回
散
布
の
判
断
に
は
予
察
情
報

等
を
活
用
し
、
各
地
区
の
平
年
の
初
発
期

も
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。
散
布
間
隔
は

14
日
を
基
本
に
、発
病
に
好
適
な
条
件（
高

温
多
湿
時
）
で
は
10
日
以
下
に
し
て
く
だ

さ
い
。
８
月
下
旬
で
散
布
を
切
り
上
げ
る

と
、
９
月
の
気
象
条
件
に
よ
っ
て
は
多
発

す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
気
象
経
過
を
見
極

め
な
が
ら
適
切
な
防
除
を
心
が
け
て
く
だ

さ
い
。

　

基
幹
防
除
薬
剤
は
マ
ン
ゼ
ブ
剤

（
４
０
０
～
５
０
０
倍
）
と
銅
剤
で
す
。

銅
剤
の
残
効
期
間
は
マ
ン
ゼ
ブ
剤
よ
り
短

い
で
す
の
で
、
散
布
間
隔
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。
そ
の
他
、
イ
ミ
ノ
ク
タ
ジ
ン
ア

ル
ベ
シ
ル
酸
塩
水
和
剤
（
ベ
ル
ク
ー
ト
水

和
剤
）、
Ｔ
Ｐ
Ｎ
水
和
剤
（
ダ
コ
ニ
ー
ル

エ
ー
ス
）、
硫
黄
・
銅
水
和
剤
（
園
芸
ボ

ル
ド
ー
）も
、効
果
の
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ

て
い
ま
す
。

 
２
０
２
０
年
に
向
け
て
の
て
ん
菜
病
害
防
除
に
つ
い
て

２
０
２
０
年
に
向
け
て
の
て
ん
菜
病
害
防
除
に
つ
い
て

(

地
独)

北
海
道
立
総
合
研
究
機
構
北
見
農
業
試
験
場

　
　
　

　池

　谷

　美
奈
子

(

地
独)

北
海
道
立
総
合
研
究
機
構
北
見
農
業
試
験
場

　
　
　

　池

　谷

　美
奈
子

表１　2019 年のてんさい病害発生状況

病害名 発生量
（平年比） 発生要因解析

褐斑病 少
抵抗性“弱”品種の作付けがなくなった。
本病が発生しやすい高温多雨の期間が短かった。
初発前からの防除が適切に行われた。

根腐病
（黒根病含む） 少 本病が発生しやすい高温多雨の期間が短かった。

常発地では抵抗性品種が作付けされるようになった。
そう根病 並 抵抗性品種が作付けされている。
黄化病

( 旧病名 : 西部萎黄病 ) 少 感染源の除去（ハウスクリーニング）が徹底された。

写真 1　褐斑病発生圃場（池谷聡原図）
注）左側が無防除、右側が慣行防除
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一
方
、
複
数
の
褐
斑
病
防
除
薬
剤
に
対

し
て
薬
剤
耐
性
菌
が
発
生
し
て
お
り
（
表

２
）、
チ
オ
フ
ァ
ネ
ー
ト
メ
チ
ル
剤
お
よ

び
Ｑ
ｏ
Ｉ
剤
は
防
除
効
果
が
期
待
で
き
ま

せ
ん
。
Ｑ
ｏ
Ｉ
剤
を
根
腐
病
に
対
し
て
使

用
す
る
場
合
は
登
録
の
範
囲
を
守
っ
て
く

だ
さ
い
。
Ｄ
Ｍ
Ｉ
剤
と
カ
ス
ガ
マ
イ
シ
ン

剤
は
、
混
合
剤
を
含
め
て
使
用
回
数
を
可

能
な
限
り
低
減
し
て
く
だ
さ
い
。

２
．
根
腐
病

　

本
病
の
病
原
菌
は
土
壌
中
の
比
較
的
浅

い
と
こ
ろ
に
存
在
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
中
耕
で
株
元
に
土
を
寄
せ
す
ぎ
る
と

葉
柄
の
基
部
に
土
壌
が
接
触
し
て
感
染
し

や
す
く
な
り
ま
す
。
高
温
多
湿
条
件
や
連

作
で
多
発
し
ま
す
（
写
真
２
）。

　

防
除
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
、
イ
ネ
科

を
含
め
た
輪
作
が
有
効
で
す
。
常
発
圃
場

で
は
、
抵
抗
性
品
種
を
導
入
し
て
く
だ
さ

い
。
薬
剤
防
除
は
移
植
前
の
育
苗
ポ
ッ
ト

へ
の
灌
注
と
６
月
中
旬
～
７
月
中
旬
の
株

元
散
布
（
散
布
水
量
は
２
０
０
リ
ッ
ト

ル/

10
ａ
）
が
有
効
で
す
。
本
病
の
病
原

菌
が
感
染
し
た
葉
柄
の
基
部
に
は
胞
子
が

形
成
さ
れ
て
葉
腐
病
の
感
染
源
と
な
る
た

め
、
根
腐
病
に
対
す
る
薬
剤
防
除
は
、
葉

腐
病
に
対
し
て
も
防
除
効
果
が
期
待
で
き

ま
す
。

３
． 

そ
う
根
病

　

ネ
コ
ブ
カ
ビ
の
一
種
（
原
生
生
物
に
分

類
さ
れ
る
）
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
る
ウ
イ

ル
ス
病
で
す
。

　

防
除
対
策
と
し
て
は
抵
抗
性
品
種
の

作
付
け
が
最
も
有
効
で
す
（
２
０
１
９

年
の
抵
抗
性
品
種
作
付
面
積
割
合
は

１
０
０
％
）。
汚
染
圃
場
で
は
、
抵
抗
性

品
種
に
病
徴
が
見
え
な
い
だ
け
で
病
原
ウ

イ
ル
ス
は
存
在
し
て
い
る
の
で
、
注
意
が

必
要
で
す
。
汚
染
土
壌
の
拡
散
防
止
に
努

め
、
土
壌
pH
を
極
端
に
上
げ
な
い
な
ど
の

基
本
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

４
．
黄
化
病(

旧
病
名
：
西
部
萎
黄
病
）

　

モ
モ
ア
カ
ア
ブ
ラ
ム
シ
（
写
真
３
）
に

よ
っ
て
媒
介
さ
れ
る
ウ
イ
ル
ス
病
で
す
。

　

モ
モ
ア
カ
ア
ブ
ラ
ム
シ
は
北
海
道
の
野

外
で
は
越
冬
で
き
ま
せ
ん
が
、
ハ
ウ
ス
内

の
雑
草
な
ど
で
は
越
冬
が
可
能
で
す
。
感

染
時
期
が
早
い
と
減
収
程
度
が
大
き
く
な

り
ま
す
。
感
染
し
て
か
ら
発
病
ま
で
の
潜

伏
期
間
は
感
染
時
期
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
。

　

防
除
対
策
と
し
て
最
も
効
果
が
高
い
の

は
ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
で
す
。
ハ
ウ
ス

表２　テンサイ褐斑病で耐性菌が確認されている薬剤（混合剤を含む）
薬剤の系統 農薬の種類（成分名） 農薬の名称（商品名）

ＱｏＩ剤 ( 注 1) トリフロキシストロビン水和剤 F フリントフロアブル 25
クレソキシムメチル水和剤 F ストロビーフロアブル
アゾキシストロビン水和剤 F アミスター 20フロアブル

ＭＢＣ剤 ( 注 1) チオファネートメチル水和剤 トップジンＭ水和剤
ＤＭＩ剤 ( 注 2) ジフェノコナゾール乳剤 プランダム乳剤 25

テトラコナゾール乳剤 ホクガード乳剤
テトラコナゾール・銅水和剤 ホクガードＣ顆粒水和剤
テブコナゾール水和剤Ｆ シルバキュアフロアブル
テブコナゾール・マンゼブ水和剤 グットクル水和剤
フェンブコナゾール乳剤 デビュー乳剤
フェンブコナゾール・マンゼブ水和剤 ビートスター水和剤・どさんこスター水和剤

カスガマイシン剤 ( 注 2) カスガマイシン液剤 カスミン液剤
カスガマイシン・銅水和剤 カスミンボルドー・カッパーシン水和剤

注 1） 防除効果が期待できない。
注 2） 使用回数を可能な限り低減する。

写真 2　根腐病発生圃場（池谷聡原図）

写真 3　黄化病の媒介虫　モモアカアブラムシの有
翅虫と無翅虫（小野寺原図）
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内
を
ア
ブ
ラ
ム
シ
が
越
冬
で
き
な
い
環
境

に
し
ま
す
。取
り
こ
ぼ
し
を
避
け
る
た
め
、

地
域
全
体
で
の
取
り
組
み
が
重
要
で
す
。

冬
期
間
越
冬
ハ
ウ
ス
（
用
途
は
限
定
し
ま

せ
ん
）
の
被
覆
を
除
去
し
て
く
だ
さ
い
。

被
覆
を
除
去
で
き
な
い
場
合
は
、
雑
草
及

び
作
物
残
渣
を
枯
死
さ
せ
る
か
除
去
し
、

栽
培
す
る
作
物
に
ア
ブ
ラ
ム
シ
類
が
寄
生

し
な
い
管
理
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

薬
剤
防
除
の
基
本
は
育
苗
ポ
ッ
ト
灌
注

で
す
。
茎
葉
散
布
の
効
果
は
限
定
的
で
あ

り
、
上
記
対
策
が
実
施
で
き
な
か
っ
た
場

合
や
、
多
発
年
が
継
続
し
て
い
る
場
合
の

補
助
的
な
防
除
手
段
で
す
。

５
．
黒
根
病

　

本
病
の
病
原
菌
は
土
壌
中
に
存
在
し
て

い
ま
す
。
高
温
多
雨
で
土
壌
が
過
湿
に

な
っ
た
場
合
、
ま
た
、
て
ん
菜
の
生
育
ス

テ
ー
ジ
が
若
い
ほ
ど
発
病
し
や
す
い
で

す
。
軽
症
の
場
合
、
粗
皮
症
状
で
と
ど
ま

る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
本
病
の
発
生
し

や
す
い
条
件
で
は
、
黒
色
の
病
斑
か
ら
内

部
腐
敗
に
至
り
ま
す
。
内
部
腐
敗
が
根
部

の
半
分
以
上
に
な
る
と
圃
場
で
廃
棄
と
な

り
、
減
収
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

直
播
栽
培
で
は
、
移
植
栽
培
よ
り
多
発

し
や
す
く
、
根
重
・
糖
量
の
減
少
が
激
し

く
、
被
害
が
大
き
い
で
す
（
図
１
）。

　

移
植
栽
培
に
お
け
る
黒
根
病
防
除
対
策

と
し
て
、
抵
抗
性
品
種
の
導
入
が
最
も
効

果
的
で
す
。
直
播
栽
培
に
お
け
る
防
除
対

策
を
検
討
し
た
結
果
、
移
植
栽
培
と
同
様

抵
抗
性
品
種
の
防
除
効
果
が
最
も
高
く
、

特
に
、
抵
抗
性
が
“
強
”
レ
ベ
ル
の
品
種

は
、
抵
抗
性
が
“
や
や
強
”
レ
ベ
ル
以
下

の
品
種
よ
り
発
病
が
少
な
く
、
根
重
お
よ

び
糖
量
が
多
い
で
す
（
図
１
）。
黒
根
病

発
生
履
歴
の
あ
る
圃
場
に
お
い
て
は
、
可

能
な
限
り
抵
抗
性
“
強
”
レ
ベ
ル
の
品
種

を
作
付
け
し
て
く
だ
さ
い
。

　

移
植
栽
培
に
お
い
て
は
、
常
発
圃
場
で

は
薬
剤
の
育
苗
ポ
ッ
ト
灌
注
が
経
済
的
に

も
有
効
で
す
。
一
方
、
直
播
栽
培
で
は
、

発
生
履
歴
の
あ
る
圃
場
に
抵
抗
性
“
や
や

強
”
品
種
を
作
付
け
す
る
場
合
、
７
月
上

旬
の
薬
剤
株
元
散
布
が
効
果
的
で
す
（
表

３
、
写
真
４
）。

　

本
病
は

過
湿
状
態

で
発
生
し

や
す
い
た

め
、
圃
場

の
排
水
対

策
は
基
本

技
術
と
し

て
実
施
し

て
く
だ
さ

い
。
連
作
・

短
期
輪
作

を
避
け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
増
肥
は
発

病
を
助
長
す
る
の
で
適
正
な
肥
培
管
理
を

し
て
く
だ
さ
い
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
５
病
害
の
防
除
の
ポ
イ
ン
ト
に

つ
い
て
述
べ
ま
し
た
。
本
年
も
引
き
続
き

適
切
な
防
除
対
策
を
実
施
し
、
病
害
虫
の

発
生
を
抑
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

図 1　黒根病抵抗性が異なる品種の直播栽培と
　　　移植栽培における発病指数 4 以上株率
注） 発病指数が 4 以上の株は圃場で廃棄となる。
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北海みつぼし

（強）

北海104号

（強）

リボルタ

（やや強）

あままる

（中）

ゆきまる

（中）

発
病

指
数
4
以
上
株
率
（
%
）

直播栽培

移植栽培

表 3　直播栽培におけるフルアジナム水和剤フロアブルの

　　　株元散布による黒根病の防除効果
薬剤

散布時期
指数 4 以上

株率 (%)
糖量

（kg/10a）
無散布 60.0 180

6 月上旬 25.5 378
7 月上旬 21.1 423

写真 4　直播栽培におけるフルアジナム水和剤フロアブルの株元
散布および無散布における発病指数 4 以上の株（池谷聡原図）
注 1）供試品種「アンジー」（黒根病抵抗性“やや強”）、1 反復分、1 株を縦断し組にして配列。
注 2）（　）内は 1 反復 30 株のうちの発病指数 4 以上の株数を示す。

注 1）株元散布は 200 リットル /10a の 1 回散布。
注 2）播種日は 5 月 14 日収穫日は 9 月 17 日であり、適切な生産力ではない。

無散布（18 株） 7 月上旬散布（6 株）
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砂
糖
の
消
費
拡
大
事
業
と
し
て
、
昨
年

度
よ
り
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
で
実
施
し

て
お
り
ま
す
「
天
下
糖
一
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
に
つ
い
て
、２
年
目
は
「
機
運
糖
一
」

と
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
認
知
拡
大
と
砂

糖
摂
取
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図

り
、
砂
糖
の
直
接
的
な
消
費
拡
大
に
つ
な

が
る
施
策
を
強
化
し
て
展
開
す
る
こ
と
と

し
て
お
り
、
そ
の
道
内
向
け
対
策
の
一
部

を
当
協
会
に
て
実
施
致
し
ま
す
。（
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
情
勢
等
に
よ
り
内
容

見
直
し
の
場
合
も
あ
り
ま
す
）

【
次
世
代
を
担
う
パ
テ
ィ
シ
エ
へ
の
支
援
】

　

次
世
代
を
担
う
パ
テ
ィ
シ
エ
の
卵
へ
の

支
援
と
し
て
、
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
パ
テ
ィ
シ

エ
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
へ
の
協
賛
や
、
高
校
へ
の

出
前
授
業
を
実
施
し
、
高
校
生
世
代
に
砂

糖
の
正
し
い
知
識
を
身
に
着
け
て
も
ら
う

と
と
も
に
、
道
内
産
砂
糖
の
応
援
団
に

な
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
将
来
的
な
砂
糖

の
消
費
拡
大
と
、
強
力
な
情
報
発
信
者
と

し
て
の
役
割
を
担
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

【
プ
ロ
向
け
料
理
講
習
会

（
シ
ュ
ガ
ー
セ
ミ
ナ
ー
）
の
開
催
】

　

影
響
力
・
実
践
力
の
あ
る
飲
食
の
プ
ロ

に
対
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
砂
糖
の

正
し
い
知
識
や
機
能
性
に
つ
い
て
理
解
し

て
も
ら
う
と
と
も
に
、
セ
ミ
ナ
ー
を
受
講

し
た
料
理
家
が
一
般
消
費
者
に
対
し
発
信

を
行
う
こ
と
で
、
波
及
効
果
を
ね
ら
い
ま

す
。

【
子
育
て
世
代
に
対
す
る
啓
発
】

　

小
さ
な
子
供
を
持
つ
マ
マ
向
け
フ
リ
ー

マ
ガ
ジ
ン
へ
の
特
集
記
事
掲
載
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ

広
告
な
ど
に
よ
り
、
子
育
て
世
代
に
対
す

る
砂
糖
の
正
し
い
理
解
醸
成
を
行
う
こ
と

で
、
家
庭
内
で
の
砂
糖
消
費
を
喚
起
す
る

と
と
も
に
、
子
供
に
対
す
る
正
し
い
知
識

の
定
着
も
行
い
ま
す
。

　

尚
、
天
下
糖
一
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
各
活

動
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://tenkatoitu-project.jp/

）

で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

砂
糖
消
費
拡
大
対
策
の
実
施
に
つ
い
て
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令和元年（2019年）産 てん菜糖の生産実績てん菜糖の生産実績
北海道農政部生産振興局農産振興課調べ

糖業者名
工 場 名

原料処理量
（ｔ）

砂糖生産量
( うち原料糖 )

（ｔ）

歩留
（％）

ビートパルプ     
生産量
（ｔ）

歩留
（％）

截断
期間

( 月日 )

截断
延べ
日数

製糖期間
( 月日 )

製糖
延べ
日数

日

甜

芽 室 1,020,226.36 166,500.00
(45,037.20） 16.32 43,233.62 4.24 10月12日

２月８日 120 10月12日
４月21日 193

美 幌 428,149.80 70,150.82
(58,150.80） 16.38 19,269.16 4.50 10月10日

２月17日 131 10月10日
２月18日 132

士 別 290,061.03 43,752.17
(651.12） 15.08 13,579.02 4.68 10月12日

１月19日 100 10月12日
１月21日 102

小 計 1,738,437.19 280,402.99
（103,839.12） 16.13 76,081.80 4.38

ホ
ク
レ
ン

中斜里 968,962.58 164,776.33
(80,547.81） 17.01 43,119.87 4.45 10月８日

３月22日 167 10月８日
４月10日 186

清 水 331,432.68 53,220.00
(6,831.00） 16.06 14,933.87 4.51 10月18日

２月24日 130 10月18日
２月25日 131

小 計 1,300,395.26 217,996.33
(87,378.81） 16.76 58,053.74 4.46

北

糖

北 見 354,285.54 58,234.83
(2,349.00） 16.44 21,131.94 5.96 10月16日

３月12日 149 10月16日
３月15日 152

道 南 277,947.32 47,016.30
(33,382.50） 16.92 15,400.48 5.54 10月17日

１月30日 106 10月17日
２月25日 132

本 別 314,524.35 47,504.58
(9,124.20） 15.10 14,720.08 4.68 11月27日

３月27日 122 11月27日
３月29日 124

小 計 946,757.21 152,755.71
(44,855.70） 16.13 51,252.50 5.41

合   　　計 3,985,589.66 651,155.03 
(236,073.63） 16.34 185,388.04 4.65

注　砂糖生産量の下段のカッコ内は原料糖の生産量で、内数である。

　

令
和
２
年
に
新
た
に
２
品
種
が
優
良
品

種
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
紹
介
い
た

し
ま
す
。

【
バ
ラ
ト
ン
（
系
統
名
Ｈ
Ｔ
４
３
）】

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
マ
リ
ボ
ヒ
レ
ス
ヘ
ッ

グ
種
子
会
社
が
育
成
し
た
２
倍
体
の
品
種

で
、
平
成
27
年
に
北
海
道
糖
業
㈱
が
輸
入

し
、
対
照
品
種
を
リ
ボ
ル
タ
と
し
て
平
成

28
年
～
令
和
元
年
に
北
海
道
に
お
け
る
適

応
性
検
定
、
特
性
検
定
、
現
地
試
験
を
実

施
し
ま
し
た
。

長
所
：
根
重
が
多
く
、
糖
量
が
や
や
多
い
。

短
所
：
抽
苔
耐
性
が
リ
ボ
ル
タ
並
の
“
や

や
強
”
で
あ
る
。（
こ
の
た
め
早
期
播
種
や

過
度
の
定
温
に
よ
る
馴
化
処
理
は
避
け
る
）

　

バ
ラ
ト
ン
を
褐
斑
病
の
多
発
が
懸
念
さ

れ
る
圃
場
を
除
き
リ
ボ
ル
タ
に
置
き
換
え

て
普
及
さ
せ
る
こ
と
で
、
て
ん
菜
生
産
と

農
家
所
得
の
安
定
と
向
上
に
寄
与
で
き
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

【
ボ
ヌ
ー
ル
（
系
統
名
Ｈ
１
５
２
）】

　

ベ
ル
ギ
ー
の
セ
ス
バ
ン
デ
ル
ハ
ー
ベ
種

子
会
社
が
育
成
し
た
２
倍
体
の
品
種
で
、

平
成
28
年
に
ホ
ク
レ
ン
農
業
協
同
組
合
連

合
会
が
輸
入
し
、
対
照
品
種
を
ラ
テ
ー
ル

と
し
て
平
成
29
年
～
令
和
元
年
に
北
海
道

に
お
け
る
適
応
性
検
定
、
特
性
検
定
、
現

地
試
験
を
実
施
し
ま
し
た
。

長
所
：
根
重
が
や
や
多
く
、糖
分
は
ラ
テ
ー

ル
並
に
高
く
、
糖
量
が
多
い
。

短
所
：
褐
斑
病
抵
抗
性
が
“
中
”
で
あ
る
。

（
こ
の
た
め
適
切
な
防
除
に
努
め
る
）

　

根
腐
病
抵
抗
性
が
“
弱
”
で
あ
る
。（
こ

の
た
め
適
切
な
防
除
に
努
め
る
）

　

ボ
ヌ
ー
ル
を
、
褐
斑
病
発
生
に
特
に
注

意
が
必
要
な
圃
場
を
除
い
て
、
ラ
テ
ー
ル

と
置
き
換
え
て
普
及
さ
せ
る
こ
と
で
、
て

ん
菜
生
産
と
農
家
所
得
の
安
定
と
向
上
に

寄
与
で
き
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

４
月
１
日
付
の
新
組
織
発
足
に
伴
い
、

一
般
社
団
法
人
北
海
道
て
ん
菜
協
会
に
て

発
行
し
て
お
り
ま
し
た
「
て
ん
菜
協
会
だ

よ
り
」
は
、
新
た
に
「
て
ん
菜
だ
よ
り
」

と
し
て
、
一
般
社
団
法
人
北
海
道
農
産
協

会
よ
り
発
行
致
し
ま
す
。

新
優
良
品
種
の
紹
介

て
ん
菜
だ
よ
り
の
発
行
に
つ
い
て


